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軍　旗 ぐんき

76

市指定
所在地：沢田

空　穂 うつぼ

市指定
所在地：大渕

昭和20年（1945）8月の
太平洋戦争敗戦を以て、日
本陸海軍はすべて解体、軍
旗は必ず焼却することにな
った。
その時、篠山の歩兵第七
十連隊（当時中部第六十八
部隊）は宮崎県に駐屯して
いたが、連隊長が軍旗を焼
却するに忍びず、現地へ極
秘裏に埋めた。戦後15年が
経過し、同連隊長が再び駐
屯地を訪れ発掘し、原隊の
地篠山へ持ち帰ったのが当
軍旗である。
棹頭の菊花紋章、旗地の
一部、軍旗日記が、沢田遺
芳館に保管されている。

空穂（うつぼ）とは矢を
入れる容器のことで、長期
間の旅や狩猟に際し、湿気
や乾燥によって矢が狂うの
を防ぐために使用した。
当空穂は竹籠を猪の毛皮
で覆った、逆頓空穂

さかつらうつぼ

と呼ば
れるものである。室町時代
頃（15～16世紀）の製作と
見られ、残っていること事
態が非常に珍しいとされ
る。
長さ32㎝、幅13㎝。


